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１．研究計画の概要

本研究は、北欧（スウェーデン）で試みら

れている（クリティカル・）アクション・リ

サーチを検討し、日本の小学校教師と共同で

クラスや教科の現状に合う方法を考案し、実

施し、教員研修のプログラムを開発すること

を目的とするものである。教育実習と現職教

員の研修プログラムにアクション・リサーチ

を入れるために、試験的にアクション・リサ

ーチを実施し、検討する。

２．研究の進捗状況

1 年目に北欧のアクション・リサーチ・プ
ロジェクトや教員研修プロラム、教員養成課

程の教育実習の指導プログラムを収集し、検

討した。２～３年目に、スウェーデン・ウメ

オ大学の博士課程で試みられていたクリテ

ィカル・アクション・リサーチをモデルに大

学院の研究的教育実習をアクション・リサー

チで試みた。小学校の教師と実習生と研究者

が共同で、アクション・リサーチを実施し、

教科と教科外におけるアプローチを考案・実

施・評価を行った。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。
（理由）
２～３年目に大学院の研究的教育実習と
してのアクション・リサーチを実施すること
ができ、現在、実施記録と意義・課題をまと
めているところである。目的から言うと、お
おむね順調に進んでいるといえる。

４．今後の研究の推進方策
今年度は、異なる体制でアクション・リサ
ーチを実施し、さらに検討を進めたい。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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